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合成カンナビノイド誘導体の合成と GC-MS/MS による位置異性体識別法
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【背景・目的】合成カンナビノイドは、構

造異性体あるいは位置異性体を有するもの

が多く、異性体によっては規制対象となら

ない場合もあり、法中毒学的観点から異性

識別は必要不可欠である。今回対象とした

指定薬物 5-FP (1) は、ピリジン環上の窒素

の位置によって 3 種類の異性体（Fig. 1）を

有しており、1 以外の異性体は規制対象外であるため、異性体識別が必要である。

そこで本研究では異性体識別に有効である GC-MS/MS による 5-FP 及びその位置

異性体の識別法について検討した。 
【方法】試料：全ての分析試料をメタノール溶液とした。装置：島津製作所製 GCMS-
TQ8040、カラム: Agilent 社製 DB-5MS (30 m×0.25 mm ID, df = 0.25 μm)、気化室温

度：250 ℃、試料注入量：1 μL(スプレットレスモード)、カラムオーブン温度：120 ℃ 
(1 分)→(50 ℃/分)→320 ℃ (7 分)、キャリアガス He (46 cm/s)、インターフェース温

度 280 ℃、イオン源温度：200 ℃、測定モード：プロダクトイオンスキャン、コリ

ジョンガス：Ar (200 kpa)、プリカーサーイオン：m/z 235,106、イオン化法：EI 
【結果】1) EI マススペクトル：5-FP を含む位置異性体の EI-スキャン分析を行っ

た結果、o 位及び p 位のスペクトルが酷似しており識別は困難であった。2) プロ

ダクトイオンスキャン：m/z 235,106 をプリカーサーイオンとして EI-MS/MS を行

った結果、基準ピークの違い、また相対強度の違いによりそれぞれを識別すること

ができた。 


